
議案第７４号

１ 議案名

職員の旅費に関する条例第二条第二項の規定による教育職員の職務の等級を

定める訓令の一部を改正する訓令について

２ 制定理由

地方公務員法の一部が改正され，定年前再任用短時間勤務の制度が設けられ

たことに伴い，所要の整備を行う必要がある。

教育政策課



職員の旅費に関する条例第二条第二項の規定による教育職員の職務の等級を定める訓令

の一部改正について

教育政策課

１ 訓令改正の理由

地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）の一部が改正され，定年前再任用短時間

勤務の制度（※）が設けられたことに伴い，所要の整備を行う必要がある。

（※）定年前再任用短時間勤務の制度とは，６０歳に達した日以後定年前に退職した職員

について，本人の希望により，短時間勤務の職（任期は本人の定年年齢まで）に採用

することができる制度をいう。なお，定年引上げ期間中においては，現行と同様の暫

定的な再任用制度が措置されており，本人の定年年齢から６５歳までは，暫定再任用

職員として勤務することができる。

２ 訓令改正の概要

定年前再任用短時間勤務の制度が設けられたことに伴い，現行の「再任用職員」の規

定をおく規定を改めることとする。

３ 施行期日（等）

令和５年４月１日（地方公務員法の一部改正及び定年延長関係条例の施行の日）

暫定再任用職員は，定年前再任用短時間勤務職員とみなして，改正後の訓令の規定を

適用することとする。
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条

例

等

立

案

表

題

名

課
（
室
）
名

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
育

教

育

政

策

課

職
員
の
職
務
の
等
級
を
定
め
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

担
当
者
名

近

藤

渚

電
話
番
号

三

二

〇

八

制
定
理
由

地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

あ
ら
ま
し

一

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

二

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
改
正
後
の
職
員
の
旅

費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
職
員
の
職
務
の
等
級
を
定
め
る
訓
令
の
規

定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

予
算
上
の
措
置

関
係
法
規

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第
四

十
一
号
）

法
令
審
査
会

要

・

否
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徳
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第

号

各

公

立

学

校

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
職
員
の
職
務
の
等
級
を
定
め
る
訓
令

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年

月

日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

浩

一

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
職
員
の
職
務
の
等
級
を
定
め
る

訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
職
員
の
職
務
の
等
級
を
定
め
る
訓
令

（
昭
和
六
十
年
徳
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
第
一
号
の
表
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
第
二
十
八

条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
本
則
の
第

二
号
の
表
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
地
方

公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用

さ
れ
た
職
員
と
み
な
し
て
、
改
正
後
の
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教

育
職
員
の
職
務
の
等
級
を
定
め
る
訓
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
職
員
の
職
務
の
等
級
を
定
め
る
訓
令
（
昭
和
六
十
年
徳
島
県
教
育
委
員
会

訓
令
第
五
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第

九
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条

九
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条

例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
四
号
）
第
四
条
第
一
項
第
三

例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
四
号
）
第
四
条
第
一
項
第
三

号
に
規
定
す
る
行
政
職
給
料
表
に
よ
る
職
務
の
等
級
に
相
当
す
る

号
に
規
定
す
る
行
政
職
給
料
表
に
よ
る
職
務
の
等
級
に
相
当
す
る

行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
な
い
者
の
う
ち
の
教
育
職
員
に
つ

行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
な
い
者
の
う
ち
の
教
育
職
員
に
つ

い
て
の
職
務
の
等
級
は
、
次
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

い
て
の
職
務
の
等
級
は
、
次
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭

一

再
任
用
職
員

（
地
方
公
務
員
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
四
第

一
項

の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
職
員

れ
た
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
職
員

（
略
）

（
略
）

二

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

二

再
任
用
職
員

（
略
）

（
略
）
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